



























































































































































































































































































































































































































222 早稲田教育評論　第 26 巻第１号
た福島原子力発電所の放射能事故のニュースは、彼女らや職業学校で「東京に行ってみたいよ」
と最後には親しく声をかけてくれた生徒さんたちにとってどう受け止められたか、あるいは教室
で先生方はどんなふうに話題の提供をされたかについて、尋ねてみたいとも思う。
　私自身も、2011年３月11日以降、緊急上映されたデンマーク、フィンランド、スウェーデン、
イタリアに取材したドキュメンタリ映画「100,000年後の安全」に大きな衝撃と啓示を受け、私
のフィンランドをめぐるカルタが広がった。原子力発電所から出される高レベル放射性廃棄物の
埋蔵をめぐるこの映画は、監督のマイケル・マドセンが、フィンランドのオルキルオトにある世
界初の高レベル放射性廃棄物の建設現場に潜入し、関係者のインタビューを交えながら、未来の
地球の安全を問いかけるもので、世界で初めて、フィンランドで建設が進む高レベル放射性廃棄
物の最終処分場「オンカロ」（フィンランド語で「隠れた場所」の意）が舞台である。 オルキル
オトにあるこの施設は、地下500メートル、18億年前の地層の岩盤にトンネルを掘り進み、「地下
都市」のような巨大な世界初の高レベル放射性廃棄物の永久地層処分場が建設されている。2020
年に完成予定のその施設には、同国内の原発から排出される100年分の廃棄物を貯蔵し、入り口
を封鎖して、放射能が安全なレベルに下がるまで、10万年間の間、保管するというのである。そ
の途方もない時空間のスケールの大きさと、果たして人間はその封印を守り通すことができるの
かという物語的想像力を刺激されるできごとに、観る者はおのおのの生活体験知と教養のすべて
を傾けて向かい合うことになる。
　「何か一緒にプロジェクトをやりましょう」という、タンペレ職業学校のミンナ先生の誘いに
すぐには答えられない私であったが、３月11日以後、日本とフィンランドの学生間で「100,000
年後の安全」をともに観て考え、自分たちのことばで議論することへの夢が育まれつつある。
